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韮崎市は、中世日本の歴史に名を馳せた武将武田信玄・勝頼父子のゆか りの里であ

ります。国史跡新府城跡をはじめ、市内各地に武田氏一族を しのぶ史跡が残 り、その

歴史は現在に至るまで地域の風土に色濃くいきづいております。また市内では、古く

は、はるか二万年前にまでさかのぼる出土遺物もみられ、脈々と続く韮崎の歴史が明

らかになっております。

毎年、市内での開発は増加 し、これに先立つ遺跡の有無確認調査は200余 件にの

ぼります。こうした調査は、すでに確認されている遺跡包蔵地のほかに、韮崎市の歴

史をより細かく知るうえできわめて重要なものです。この調査結果により、市内各地

の遺跡発見地点が線とな り、面となり、既知の歴史にさらなる豊かさがもたらされま

す。

この調査の報告が、今後我々の暮らしのなかで有意義に活用され、さらには後世に

語 りつがれていくよう、さらなる努力を惜しまないものであります。

最後 に、遺跡有無確認ヽ調査実施か ら本報告書の作成にいたるまで、多大なるご理

解 。ご協力とご尽力を賜 りました関係各機関・各位に深く感謝し、かさねて厚く御礼

申し上げます。

平成15年 3月 28日

韮崎市教育委員会

教育長 輿 石 薫



口例

1.本書は、韮崎市において平成 14年度に行なわれた、開発にともな う遺跡有無確認調査報告および遺跡発掘調

査概報をまとめたものである。

2.各遺跡の名称は、小字名を採用 した。

3.有無確認調査および発掘嗣査、その整理作業および報告書作成にかかわる業務は韮崎市教育委員会が行なっ

た。執鉾・編集は秋山圭子が行なつた。

例

1,本年度有無確認依頼が申請 された箇所について、任意の番号を付し、埋蔵文化財有無確認調査実施地一覧表

と同実施地位置図に示 した。

2.埋蔵文化財有無確認調査実施地一覧表について、以下のとおりとする。

表記番地以外の申請地番―「外」 (単位 筆 )、

有無確認調査実施地面積―「面積」 (単位 m2)、

遺跡の有無―「有無」、

発掘調査実施―「発掘」、

遺跡保護協定締結 ― 「協定」

3.埋蔵文化財有無確認調査実施地位置図の縮尺は挿図内に示 した。また各遺跡ごとの位置図は5CX100分の1に統

一した。

4.埋蔵文化財の有無確認調査および発掘嗣査にあた り、多くの方々のご指導とご理解・ ご協力を賜 りました。

ここに深 く感謝し、厚く御礼を申し上げる次第であ ります。

5。 発掘調査によつて出上 した遺物および報告資料は、韮崎市教育委員会において保管・管理している。

6。 調査組織

調査主体  韮崎市教育委員会

調査担当  山下孝司 。閏間俊明・秋山圭子

(韮崎市教育委員会教育詢

発掘調査主体 韮崎市教育委員会

事務局

建 崎市教育委員会教育課生涯学習推進室学術文化財係 )

教育長 輿石薫、課長 新藤稔、室長 長野栄太、

リーダー 山下孝司、 閏間俊明、 秋山圭子 0酷動嘱託 )
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第 1章 平成 14年度 埋蔵文化財有無確認調査
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平成 14年度 埋蔵文化財有無確認調査実施地 位置図

藤 静 世、■章拭 1承 1'■ tr■

(S=1/50,000)
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別図 1

別図2

平成14年度 埋蔵文化財有無確認調査実施地 一覧

No 開 発 目的 所 在 地 他(筆数) 面 積 有 無 備 考

1 宅地建設 水神三丁目50095 無

農道建設 慮坂町三ツ澤字西ノ原916 無

車庫建設 藤井町北下條字宮木628 無

宅地建設 大草町下條西割字下山神9535 290 無

宅地建設 衣山町石水2829 1 1020 征
小

宅地建設 神山町武田字上北原7941 無

7 宅地建設 擦井町坂井字茅林790 1 無

宅地建設 大車町下條西割字下山神923-7 196 征

事務所建設 岩 下 153 無

共同住宅建設 龍岡町若尾新田字古川端10821 2194 無

宅地建設 旭町上條北割宇桜木20735 無

宅地建設 清哲町折居字木戸田585 1 無

宅地建設 穂坂町三ツ澤字牛池17044 595 無

4 宅地建設 ―ツ谷2029-3 鉦
小

5 資材置場建設 龍岡町下條南割字石宮8781 笠

宅地建設 藤井町北下條宰枇杷塚12604 272 無

7 宅地建設 下祖母石22121 620 無

共同住宅建設 藤井町北下條3531 1 636 有 北下條殿口遺跡(協定)

宅地建設 龍岡町下條東割字長塚道下7314 無

宅地建設 穂坂町上今井字下新居919 393 無

宅地建設 藤井町北下條字榎田15614 笠
小

宅地建設 岩下1195 272 無

病院建設 本町三丁目53 鉦

併用住宅建設 本町三丁 目2309 1
笠
小

宅地建設 穴山町石水29063 1 無

宅地建設 富士見二丁目18211 征

宅地建設 藤井町北下條蔵ノ前地内 有 上横屋遺跡(協定 )

宅地建設 中田町中條8644 無

宅地建設 龍岡町下條南割字宮本23632 無

宅地建設 穂坂町宮久保字祝神平52614 454 銀

事務所建設 藤井町北下條字枇杷塚12731 1 無

宅地建設 穂坂町宮久保63133 無

宅地建設 穂坂町宮久保字石原場29781 457 無

東屋建設 円野町下円井字仁反田3986 無

倉庫建設 中田町小田川字中道1823 無
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No 開発 目的 所 在 地 他(筆数) 面 積 有 無 備 考

1地建 設 穂坂 阿 三 ツ澤 宰 小 前 下 署」20981 257 無

舗建設 上ネ且母石773-4 無

倉 庫 建 設 穂坂町宮久保字三百水1155呵 1 無

宅 」建設 旭 町 上 篠 北 割 字 久 保 屋 5983 1 無

宅1地建設 穂坂町宮久保950 1 592 無

宮 庫 建 設 龍 岡 町 下 條 雨 割 7石 冨 6591 無

宅 地 建 設 旭 町 上 條 北 割 12912 無

宅地建設 藤井町北下條字後田2081 有 後 田 第 2遺跡 (協定 Ⅲ

集 会 所 建 設 活 育 BT音末 23091 無

4[ 宅 地 建 設 旭 町 上 條 北 割 字 桜 木 21691 1 無

4C 店舗兼住宅建設 旭町上條南割1772 862 無

欠 沓

宅 地 建 設 岡 町 若 尾 新 田9166 327 無

宅地建設 旭町上條北割字夏目原18341 516 無

署 地 建 設 入 早 1町下 條 西 副 7山 子甲933-5 無

鉄 塔 建 設 本町4-9-48 無

無線塔建設 穴山町62527 無

τ地建設 龍岡町若尾新田字古川端11343 537 無

富 庫 短 談 岡 町 下 條 雨 吾J写 石 冨 659 1 無

穂坂町宮久保字保久原56352 478 無

穂坂町宮久保字横道上4595 950 熙

宅地建設 騒 井 町 北 下 條 日 本 629 征

神山町武田字下北原6391 熙

藤井 町 坂 井 761 司 無

宅地建設 ―ツ谷2021-2 無

旭IET上 條】ヒ害!字 金山1296-3 2 226 無

寵 間 HT下篠 朧 ‖軍 北 慎 1183 熙

宅地建設 寵 岡 町 下 條 買 副 11194 無

中田町′
!ヽ 田川1322 1 鉦

小
藤 井 HT坂井 504 司 無

冨 士 見 13171 3 2460 無

藤井町駒)1字 宮ノ前2458-6 2 無

練 坂 HIT宮 久 俣 軍 積 道 上 46241 2 無

本町2327-1 無

下 祖 母 石 312 無

Я巳出T■1イ際百書13314-1 無

宅地建設 看 冨 三 二
「 目858 無

宅地建設 龍 岡 町 下 條 南 署J字御 歴 田 161617 無

太 軍 HT看厚 軍 本 痘 1643 5 無

宅地建設 笠
＾

宅地建設 寵 岡 町 下 條 東 詈」字 長 塚 道 下 5837 無

欠番

龍 岡 町 下 條 頁 割 711 無

ミLtt Hr4ダ鳳業受廷4842-2 無

宅地建設 藤 井 HfTm井 軍 宮 ノ雨 26471 824 無

宅地建設 藤 井 町 駒 井 字 冨 ノ前 21431 霊
小

清哲町青木字山田2653-90 1 395 無

宅地建設 旭 HJ上條 雨 召」7匙 シ3149 無

宅地建設 藤 井 町 雨 下 條 4013 無

龍岡町下篠南割995-448 無

穴出HT軍草久63196321 無

宅地建設 活 哲 BIT吾 太 軍 下 河 慎 34461 925 無

穂坂町宮久保字三百水725 1272 無

r~E地建 設 藤 井 阿 駒 井 軍 宮 ノ雨 26471 324

写 地 建 設 大 軍 町 上 條 東 副 写 堤 久 保 10654 無

号 地 建 設 膝 JttHTЯ し卜4僚 1640-1 560

票 務 所 建 設 謡 岡 町 下條 再 謳 35 無

宅 地 建 設 穂 坂 町 三 ツ沢 字 小 雨 下 署12313 無

号 地 建 設 藤井町北下條字41L杷 塚1418 鉦
小

号 地 建 設 根 坂 HT上今 界 軍 帰 打 場 11821 無

宅 地 建 設 円 野 町 上 円井 写 小 石 沢 8401 126 熱

争 務 所 建 設 本 HT――J日 4461-3 無

号 地 建 設 円野 町 上 円 井 1139 172 無

署 地 建 設 藤 井 町 駒 井 字 砂 冨袢 31611 1 無

署 地 建 設 際 弄 HT制弄 早 抄 g秤 27923 無

字 習 塾 建 設 無

署 地 建 設 大 軍 町 上 條 頁 吾J7中 乏 原 2105 黎

共 同 llτ建 設 目
=見

三 」日 18121 1 無

105 富厚 建 設 上ノШ935 熙

r~E地 建 設 大 亭 町 下 條 中吾」7丸 林 1591 429 無

モ 地 短 談 旭 WT上除 南 剖 子 起 ン307 1 無

108 号 地 建 設

109 ・
~E地

建 設 冨 士 見三i丁 日26391 無

宅 地 建 設 看冨546-2 紫

号 地 建 設 旭 町 上 條 北 副 ?宮 下 3867 撫
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No 開発 目的 所 在 地 他(筆数) 面  積 有 無 備 考

建 物 建 設 本町 一 丁 目1970 無

駐車場建設 中田町中條14211 3 無

号 地 建 設 ―ツ谷2062 1 無

宅 地 建 設 穂坂 町 宮 久 保 4041 2 無

宅地建設 蕉井 IRT南 下 篠 字 ァk無430-4 480 無

署 地 建 設 想坂 町 上 今 井 421 熙

宅 地 建 設 旭町上條 Jヒ署J写 鎌倉2707-2 無

宅地建設 富士見―丁目16941 無

号 地 建 設 旭町 上 條 北 吾」21091 894 無

宅 地 建 設 富士 見 ケ丘 一 丁 目3023 無

122 宅地建設 上ノ山字立石7573 662 無

123 署地 建 設 畑 Hf日辰中 割 軍 目 藉 沢 25721 熙

宅地 建 設 藤井 町 北 下 篠 字 後 田2081 無

宅地建設 穂坂町柳平字古森866 征
小

盾舗 新 築 標坂町冨久t(677‐ 1 無

宅地 建 設 旭 町 上 却条Jと 審」と雫桜 木 司982-25 1 無

宅地建設 神山町武田5941 1 無

署地 建 設 藤井 町 雨 下 探 写 冷 田297 2 575 無

倉庫 建 築 下 祖 母 石 313 無

宅地建設 穴山町2059-1 238 征
小

署地 建 設 藤 宇卜師 引

“

下 篠 9491 1 無

斎場 建 設 藤井 町 北 下 條 字 後 田2621 有 後 田遺 跡 (試掘 )

13召 号 地 建 設 龍岡町下條東割字長塚道下5313 無

紹 地 建 設 標坂 町 冨 久 保 7上 ノ原 24522 無

宅 地 建 設 寵 岡 町 下 條 百 割 字 日 本 230 1 無

工 場 建 設 旭 日T上 榛 引ヒE訂12770-2 蕪

宅 地 建 設 想坂 町 冨 久 休 写 北 原 31183 無

宅 地 建 設 冨 士 見 十 +17 無
~t地

建 設 大草町下條西害1367 428 無
~t地

建 設 岩下651-1 鉦
小

宅 地 建 設 大軍 町 上 條 東 詈」字 築 地 504 有 築 地 還 跡 (発掘 )

号 地 建 設 本町―丁 目2070-4 無

建 物 建 設 本 町 ― 丁 目44615 鉦
小

宅 地 建 設 中 島 二 T目 2840-8 鉦
小

号 地 建 設 穂坂町宮久保2358-9 無

号 地 建 設 ″Kネ中2984-1 無

宅 地 建 設 穴山町2446 1 749 鉦
小

共 同 任 f~E建 設 大草町若尾字本滝182 2 無

τ地建設 丈 車 Jfr看 厚 312 撫
~t地

建 設 冨 士 見 ケ丘 二 丁 目11713 無

・
~E地

建 設 本 町 三 丁 目2327-42 無

尋 務 所 建 設 藤 井 HT百 ド候 軍 出 影 5331 1 無

号 地 建 設 清者町水上106-2 1 無

15C 宅 地 建 設 藤井町北下條字建石島1004 無

号 地 建 設 標 坂 HT三 ツ 犬 1129 2 延
小

157 号 地 建 設 神 山 町 鍋 山字 山 田 2189 167 熙

15〔 毛 地 建 設 上祖母石7451 無

建 物 建 設 富 士 夢l三「「 日2580-1 ヽ 梁

号 地 建 設 福 坂 町 冨 久保 3781 無

そ 地 建 設 大享町下條西割字下山神9235 1 無

号 地 建 設 1 無

宅 地 建 設 中 島 ――丁 目2073-3 無

モ 地 建 設 旭 町 上 條 中割 梅 本 田 856 1 635 無

165 暦 師 新 楽 際弁 HT引 ヒト候2851 再 税 砧 琢 還 朋 (協足 ,

皇 地 建 設 本町二丁 目4252-10 熙

モ 地 建 設 藤 井 町 坂 井 47司 444 無

建 物 建 設

169 号 地 建 設 7K卒甲2T目 4815-7 無

そ地建設 清 哲 町 青 木 字 上 河 原 175156 無

171 主 地 分 譲 際井町Яヒト除T卜模屋1508+D190 4813
172 物 直 足 設 藤 ヰ 昨 〕L下篠 20011 7 無

宅地建設 寵岡町下條瑠 」654-2 無

号 地 建 設 只Ш HT1477-2 無

175 ・
~E地

建 設 看 冨 町 三 丁 目7312 1 無

17C モ 地 瑠 梁 清 哲 町青 木 字 東 屋 致 14661 紫

177 号 地 足 設 際 界 HT北 卜篠 軍 殿 出 16102 無

号 地 建 設 清畜町膏櫂 052 1 無

17g 工 場 唱 梁 穂坂HTg久保5228-1 司2274 熱

号 地 建 設 罷 聞 H」 卜條 票 剖 7長 通 卜5771 無

后 舗 新 築 大軍町看尾693 無

182 冠 地 建 設 穂 坂 HT砂‖半 3721 1 30 紫

号 地 建 設 寵 間 HT看尾 新 出 10531 撫

τ地建設 藤 井 町 百 下 條 写 水 無 420 1 1419 無

18こ モ 地 鰹 設 無

足 地 懲 設 申 出 世 無

号 地 建 設 穴山町7三ツ石8874-7 無



No 開 発 目的 所 在 地 他(筆数) 面  積 有  無 備 考

欠 番

宅地建設 藤 斗 HT北下 篠 申 殿 田 16411 1 無

号 地 建 設 本 RTttT目 4162-1

宅 地 建 設 中 田 町 小 田 川 1338 835 無

店舗新築 藤井町南下條1452 4 無

署 地 建 設 中 田 町 小 田川 14213 無

宅 地 建 設 旭 町 上 條 南 割 字 山寺 19933 1 笙
小

195 宅地建設 穂坂町柳平1307 772 無

軍 厚 足 設 中 田 町 中爆 8646 無

197 建 物 建 設 穂坂RT三 ツ沢650 4 無

建物建設 龍岡町下條南害14421 無

予 陽 改 築 中央町1530-1 2 230 無

200 宅 地 建 設 六山町字稲倉1957‐ 2 鉦
小

201 宅地建設 :日丁三 二
「

目2319-1 1 667 無

202 倉 庫 建 築 穂坂町三ツ沢小前下害」1993 無

宅地 建 設 藤井 町 駒 井 写 砂 冨 神 31661 1 無

204 宅地建設 若 宮 1丁 目13761 無

205 軍庫 建 設 中 田 町 中條 14581 無

20C 宅 地 塁 設 藤井 町 雨 下 條 写 冷 田239 無

207 宅地建設 大車町上條東詈!字丸山東15671 1 無

号 地 建 設 藤 井 HTRIR井 軍 西 側 門 109630 234 無

20C 宅 地 建 設 祖母 石 字 高 砂 7461 無

宅地建設 藤 井 町 南 下 篠 4691 2 無

・
~E地

建 設 中 田 町 小 出川 11591 1 無

宅 地 足 設 藤 井 町 駒 井 7砂 冨 神 31341 緊

工場増築 龍 岡 町 下 篠 南 署J字 西 原 59651 無

署 地 建 設 引且HT■二1際 】ヒ著‖1296-4 1 254 無

宅 地 建 設 看 宮 三 丁 目8011 無

宅地建設 中 島 一 丁 目27531 無

号 地 建 設 神山町北宮地字河原谷下52 無

事 務 所 建 設 藤 井 町 】ヒ下 1床287-5 無

宅地建設 水 神 三 丁 目4815司 1 222 無

22(
~t地

建 設 穴山町宮窪4519 799 無

221 工 場 建 設 神 山 町 武 田 1011 4273 熙

222 宅地建設 藤井町北下條1044-5 1 無

223 唐厚 建 築 藤井町北下條字岩上25051 無

盾 舗 乗 τ 地 建 設 橋 坂 町 冨 久 俣 軍 三 白 7K9342 154 無

225 宅 地 建 設 穴 山 町 夏 目3914 無
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第 2章 平成 14年度の発掘調査

1 宿尻第2遺跡

所 在 地  穴山町宿尻地内

調 査 原 因  県道穴 山バイパス建設

調 査 期 間  平成 144‐ 8月 26日

～平成 15年 2月 13日

調 査 面 積  3巧OCh2

備   考  発掘調査

宿尻第 2遺跡は、七里岩台地西端にあ り、標高約

527mを はかる。竪穴式住居跡39軒・掘立て柱建物

跡 16棟・溝10条等が検出された。

竪穴式住居跡のうち、37軒は古墳時代前期 、 2軒
は平安時代の住居 跡であった。南北に細長い調査 区

の中で、竪穴式住居跡はそのほ とんどがプランの半

分だ け検 出される状態で、プランが完全に検出 され

た住居跡はごくわずかであった。調査区北寄 りで検

出された堅穴 式住居跡の多 くは、覆上が約80～ 90cm

ほど残存 し、極めて残 りの良い状態で検出された。

2号住居跡では、住居南束端 の下層からサクラの樹

皮 とともにモモ・クル ミの種子が大量に検出された。

種子の下層か らは焼土が検出されている。周囲では

ミニチュアの壷も出土 した。

21号住居 跡では 、住居西 半の 2柱 穴か ら長 さ約

30cmの偏平礫破片が出土 した。この破 片はすべて接

合できた。おそ らく偏平礫を割 り、柱穴 を抜いた後

でその破片をそれぞれの柱穴 に入れ込んだ とおもわ

れる。

31号住居跡では、住居西根Jに間仕切 りとみ られるL

字状のマ ウン ドが検 出された。また この住居の北壁

沿いで、有段 日縁付 き壷の日縁～胴上部破片が逆 さ

になって出土 した。

35号住居跡では、東壁付近の下層か ら網状に細か

く組 まれた状態で炭が検 出された。 この住居 跡は焼

失住居跡であると思われ、 この炭化物は屋根 材か壁

材の一部が焼け残 った もの とも考え られる。一般に、

焼失住居跡で検出 され る炭化物は、柱材である場合

が多い。本例 は貴重な検出例 といえよう。

掘立て柱建 物跡の うちHT-2は 、深 さ約70c mの

柱穴が2間 Xl間 で並び、長軸の2列 は柱穴同士が溝

で連結 している。いわゆ る布掘 りとい う構造である。

さらに長軸の柱の間には、等間隔で浅い柱穴 のア タ

リとおもわれ る硬化面が確認 された。遺構の重複関

(概報)・ 試掘調査

係か ら古墳時代の遺構 とみ られ る。 この構造 の建物

跡は、県内では検出 した例がな く、静 岡県掛川市の

類例が知 られている。

ほかに、柱穴の平面形が方形 の掘立て柱建物跡も

いくつか検出 された。

また、調査 区中央あたりでは、深 さ約 4mを 越す

井戸が検出 された 。井戸の内部 には、掘 削の際に掘

り手が足 をか けて昇降 したであろ う足がか りが等 間

隔で掘 り窪め られていた。

本遺跡については、平成 15年度 に報告書作成業務

を行な う予定である。遺物・遺構 の図化 。分析作業段

階で より詳 しい成果があがるものとおもわれ る。

2 丸山東遺跡

所 在 地  大草町上條東割

調 査 原 因  市道建設

調 査 期 間  平成14年 5月、

平成 14年11月～ 1,凋

調 査 面 積  lpOclm2

備   考  発掘調査

丸山東遺跡 は、韮崎市南西部の竜岡台地上にある。

一帯は丘陵地で、東 。南・西 に緩や かに傾斜 す る。北

側の円頂の丘 とは、沢で画されている。標高は391m。

南に南宮神社がある。調査地点は丘陵の南斜面 中央

部で、西に傾斜する箇所である。

調査 によつて、側溝 。と
°
ット・竪穴状遺構が確認 さ

れた。側溝は、出土遺物か ら明治期以降のもの と考

え られる。 しか し、遺跡内か らは近世 (18世紀後半

～ 19世紀初頭)の遺物が最 も多く出土 してお り、そ

の当時にはすでに一帯 に生活 の場が存在 した事がわ

か る。また、遺跡南には南宮神社がある。近隣する

羽根前遺跡 では 「熙寧元宝」 (1068年初鋳)が出土 し

てお り、丸山東遺跡一帯の集落の初源を考 える際に

貴重な資料 となろ う。

竪穴状遺構 については、遺物出土がな く時期は不

明。

出土遺物は、 18世紀後半期の腸のみ茶碗、内耳土

器片、水滴片、仏飯器片が出土 している。

-6-



築 地 遺 跡

所 在 地

調 査 原 因

調 査 期 間

調 査 面 積

備   考

大草町 上條 東割

個 人住 宅建 設

平成 14年10月28日 ～ 10月 31日

5Ch 2

発掘調査

1 遺跡立地

築地遺跡 は、釜無川右岸段丘上の北か ら南にか け

て舌状に張 り出 した台地の南側縁辺部に立地す る。

東側は段丘崖で西側は沢地形 とな り割羽沢川が西か

ら南流 している。今回の調査場所は、平成13年度 に

実施 した宅地境界壁建設 にともな う発掘調査の後 を

受 け、宅地内住宅建設 にかか り行 つた。標高は約395

mである。

2 調査経緯 と経過

土地所有者 よ り敷地 内に住宅を建設する旨の連絡

があり、平成14年 10月 9日 付けて文化財保護法第57条

の3の書類 が出された。着工予定日が迫 っていたため

に、浄化槽を合む宅地建設敷地の全面の表土剥 ぎを

行い平成 14年 10月 28日 か ら発掘調査を開始 した。調

査は鋤簾等によつて遺構 の確認作業、遺構の掘 り下

げ、記録作成等を行い、同年 10月 31日 に終了 した。

3 遺構と遺物

確認 された遺構は、住居跡が 1基である。

住居跡は、調査区域西端にあ り、北東側の壁 と床

が部分的にの こるだ けで、大部分は削平 されて しま

っていた。壁 の高 さは残存部分で5c m前後 ある。柱

穴は4本で、確認面からの深 さ,お0-40cm。 北側柱

穴を結ぶ線上の中央に焼土の集 中がみ られ (図 中の

網点部分 )、 炉 と思われ る。堅い床面は北東側 にのみ

残存してお り (図 中のスク リーン トーン部分 )、 炭が

出土した。南端に64cm× 57cmの不整 円形をした穴が

検出 された。 (第 1図・ 2)

遺 4/4は 、削平のためかはどんど出上がみ られず、

実測 したモノは全て土坑内か らの出上である (第 1

図・ 4)。 1は壷の口縁部破片。 2は壷の肩部破片。

3は尉毛日のみられる甕の破片。 4は用途不明、石

材はホルンヘルスか。 5は黒曜石製 の石鏃、長 さ

22mm、 最大幅15mm、 厚 さ4mm、 重さ0.8gで、 両

側縁に肩のように張 り出すイ回所があ り、そこから先

端部にかけては細かい調整がみ られる。土器は弥生

末～古墳初頭の所産と思われる。

築地遺跡位置図

発掘風景

住居跡土坑遺物出土状態
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Ｘ
一

1.調査全体図 (1/400)

2.土坑平・断面図 (1/20)

1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 黒褐色土

4 暗黄掲色土
5 暗黄褐色土
6 黄褐色土

4.出土遺物 (1/4)

第 1図 築地遺跡の遺構と遺物
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3.住居跡平・断面図 (1/80)

h {5

― ‐
一 ― ― ―

ヒ _「

~~~~~~~~~~~~~~~]医

ゴ

~~~~~~

2m

一

―全

一

ｃｍ　　　　　　　哄ЦⅥＨ‐‐Ｈ＝＝肘”川″″″″″″″″（一

5cm
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後 田遺 跡

所 在 地

調 査 原 因

調 査 期 間

調 査 面 積

備   考

水 無 遺 跡

所 在 地

調 査 原 因

調 査 期 間

調 査 面 積

備   考

下 横 屋 遺 跡

所 在 地

調 査 原 因

調 査 期 間

調 査 面 積

備   考

藤井町北下條

開発事業

平成14年12月

4pO働 E2

有蕪確認調査 (試掘 )

藤井町郁 條

イ固人住宅建設
―

平成お
～

月

lpOtta2

有無確認調査 (調届)

藤井町北下條

店舗建設

平成14年10月

6CXl� 2

有無確認調査 (試腕 )
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第 3章 まとめ

本年度、開発に先立つ遺跡 の有無確認調査件数は

200余件にのぼった。市内での開発の増加 とともに、

近年急激 に調査件数 も増加している。市内各地 で行

なわれるこの調査によつて、これまで確認 されてい

なかった遺跡の発見、あるいは既知の遺跡の範囲確

定など、多 くの成果があがつている。こうした成果

が、今後韮崎の歴史を語る うえで重要な資料 となっ

てい くであろ う。いにしえより続く歴史に、現在の

生活の記憶が書き加えられ、長 く後世に引き継がれ

てい くもの とおもわれる。本書がその一助を担えれ

ば幸甚である。

最後に、文化財イ呆護行政にご理解 と、ご協力をい

ただきました関係諸機関・諸氏の皆様に深 く感謝し、

厚く御礼申し上げます。

韮崎市内遺跡埋蔵文化財

有無確認調査報告書

平成15年 3月 28日発行

発 行  韮崎市教育委員会

〒407‐ 8501
山梨県韮崎市水神 l-3-1
TEL 0551-22-1111(内 224)

印 刷 有限会社タクト

-10-




